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2022・2023年度教研テーマ

８
月
23
日
（
水
）
～
24
日

（
木
）
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
４
年
ぶ
り
に
対
面
形
式

で
行
わ
れ
た
本
研
修
会
の
２

０
２
３
年
度
主
題
は
「
希
望

と
喜
び
に
生
き
る
―
新
た
な

転
換
期
に
立
つ
キ
リ
ス
ト
教

学
校
」。
加
盟
16
法
人
よ
り

19
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
同
志
社
女
子

大
学
学
長
の
小
﨑
眞
先
生
よ

り
「
記
憶
の
隙
間
に
隠
さ
れ

た
宝
～
キ
リ
ス
ト
教
（
主

義
）
教
育
の
風
に
誘
わ
れ

～
」
と
題
す
る
主
題
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
真
理
や
正
し

さ
の
複
数
性
こ
そ
が
私
た
ち

を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
も
の

で
あ
り
、
自
分
に
都
合
の
良

い
正
し
さ
だ
け
に
囚
わ
れ
ず

忍
耐
強
く
他
者
と
関
わ
り
様

々
な
見
方
を
探
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
小
﨑
先
生
は

語
ら
れ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

が
相
互
に
補
完
し
な
が
ら
能

力
を
発
揮
で
き
る
環
境
は
、

組
織
に
流
動
性
を
生
み
出
し

ま
す
。
組
織
を
支
え
る
役
割

を
持
つ
中
堅
事
務
職
員
に

は
、
異
な
る
意

見
に
耳
を
傾

け
、
少
数
派
の

声
を
吸
い
上
げ

て
職
場
・
教
育

現
場
を
活
性
化

さ
せ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
、
と
励

ま
し
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
２
日
目
は
、

　1921年、創立者の羽仁吉一、もと子夫妻は「生徒を
して自ら教育することに熱心になるやうに導くことは
何よりも大切な私たちの務め／自ら生徒の興味を、否
生活を、出来るだけ社会と接触させて行きたい／神を
愛したいと思う力、…この心を育み育てるために、人
間のすべての生活がある」との教育目標を掲げ、自由
学園を創立しました。各種学校としての出発でした。
そして一昨年の2021年、創立100周年を迎えました。
　100周年の節目を前に自由学園では、建学の精神に
立ち返り改革指針を掲げ、現在学校改革に着手してい
ます。〈キリスト教精神を根底に据えて、常に「一人
ひとり」を大切にし続ける学園、子どもたちも教職員
も「自ら学び続ける人」になる学園、よりよい「社会
をつくる人」が育ち続ける学園〉、そして〈共生共
学〉という指針です。この指針のもと、2024年より中
高段階の共学化を決定し、現在準備を進めています。
　「共生共学」は、「共に生き、共に学び、共により
よい社会を創り出す学校」を表し、「共生」には以下
３つの意味を込めました。
　第一に、人と人の共生です。世界のネットワーク化
は飛躍的に進化する一方、多様で複雑化した世界で、
国家、民族、宗教、文化など、様々な立場や利害が衝
突し、対立があらわになっています。私たちはこれま

で以上に、さまざまな背景を持った多様な人が共に学
ぶ環境を整え、共に生きる平和な社会を創り出す人が
育つ学校を目指します。
　第二は人間と自然との共生です。気候変動を始めと
する環境問題は地球規模に拡大し、人類は人間中心の
生き方を、持続可能な生き方へと転換することが求め
られています。従来の自然から学ぶ実践、生徒の手に
よる環境保全等の取り組みを、より深く社会の課題に
関連付け、今後この学びをさらに発展させていきま
す。
　第三は、一人ひとり誰もが、神の愛の中に「共に生
かされている」かけがえのない存在であるという信仰
的な人間観を教育の土台に据えることです。
　羽仁もと子は「神至上主義の生きた団体が、殊に現
在の教育の世界に必要であり、それがまた永遠の本当
の教育のたましいでなくてはならないために、自由学
園は生まれることを許され、存在することを許され、
また永く生きなくてはならないのである」と述べてい
ます。この精神を今この日々の学校生活の中でいかに
生きたものとしていくことができるか。「思想しつつ
　生活しつつ　祈りつつ」歩む学校であり続けたいと
思います。
　� 〈自由学園学園長〉

高 橋 和 也高 橋 和 也

建学の精神を建学の精神を
今この生活に今この生活に

第65回学校代表者協議会第65回学校代表者協議会
11/３（金）〜11/３（金）〜４４（（土土））
（学）自由学園で開催（学）自由学園で開催

　
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

懇
談
会
」
は
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
学
校
連
合
会
と
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
が
共
同
し

て
組
織
し
運
営
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
同
会
主
催
第
21

回
講
演
会
が
、
11
月
18
日

（
土
）
13
時
か
ら
16
時
40
分

ま
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
）
開
催
さ
れ
ま
す
。
加

盟
校
の
教
職
員
と
キ
リ
ス
ト

教
教
育
関
係
者
が
参
加
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
今
年
は
国
内
外
で
頻
発
す

る
災
害
と
そ
の
支
援
活
動
に

つ
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校

・
団
体
に
よ
る
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
実
践
活
動
を
、
改

め
て
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
観

点
か
ら
取
り
上
げ
ま
す
。
菊

地
功
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
大
司

教
に
よ
る
基
調
講
演
で
は
、

神
学
的
な
観
点
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
野
か
ら
「
な
ぜ
キ
リ

ス
ト
教
は
人
を
助
け
る
の

か
」
と
題
し
て
災
害
支
援
の

活
動
を
捉
え
ま
す
。続
い
て
、

カ
ト
リ
ッ
ク
校
の
カ
リ
タ
ス

学
園
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
校

の
恵
泉
女
学
園
か
ら
、
キ
リ

ス
ト
教
学
校
に
お
け
る
災
害

支
援
の
実
践
報
告
が
あ
り
ま

す
。そ
の
後
、グ
ル
ー
プ
討
議

と
全
体
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
要
項
・
チ
ラ
シ
は
加
盟
学

校
法
人
宛
に
送
付
済
み
で
、

同
盟
Ｈ
Ｐ
の
お
知
ら
せ
欄
か

ら
も
閲
覧
可
能
。
参
加
希
望

者
は
、
要
項
・
チ
ラ
シ
の
Ｕ

Ｒ
Ｌ
、
ま
た
は
左
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
申
込
み
フ
ォ
ー

ム
に
お
入
り
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
は
事
務
局
ま
で
。

災
害
支
援
と
キ
リ
ス
ト
教
学
校

災
害
支
援
と
キ
リ
ス
ト
教
学
校

��

︱
共
に
祈
り
、共
に
歩
も
う
︱

︱
共
に
祈
り
、共
に
歩
も
う
︱

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
懇
談
会
主
催

�

第
21
回
講
演
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

11
月
18
日（
土
）13
時 

参
加
費
無
料

　
第
13
回
中
堅
事
務
職
員
リ

ト
リ
ー
ト
は
、
同
志
社
大
学

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

同
志
社
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文

化
セ
ン
タ
ー
の
森
田
喜
基
先

生
よ
り
「
キ
リ
ス
ト
教
の
教

派
に
つ
い
て
～
お
互
い
の
理

解
の
た
め
に
～
」
と
題
し
て

特
別
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
各
学
校
の
創
立
の

ル
ー
ツ
と
な
る
キ
リ
ス
ト
教

の
教
派
の
国
内
外
の
歴
史
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
く
ご
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
所
属

校
の
「
建
学
の
精
神
」
へ
の

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

個
性
豊
か
な
キ
リ
ス
ト
教
主

義
学
校
が
連
帯
す
る
意
義

や
、
私
た
ち
が
共
に
目
指
す

教
育
目
標
に
つ
い
て
も
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。

　
各
講
演
後
は
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
講
演
の
感
想
や
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。
ま
た

事
前
課
題
を
も
と
に
、
各
学

校
で
行
わ
れ
て
い
る
自
校
教

育
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
、

夏
期
研
修

夏
期
研
修

��

報
告
報
告

第13回第13回
中堅事務職員リトリート中堅事務職員リトリート

建学の精神の継承建学の精神の継承

聖書のことば

咲間直人

　
「
愛
に
根
ざ
し
て
真
理
を

語
り
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
頭

で
あ
る
キ
リ
ス
ト
に
向
か
っ

て
成
長
し
て
い
き
ま
す
」

（
エ
フ
ェ
ソ
の
信
徒
へ
の
手

紙　
第
４
章
15
節
）

　
小
・
中
学
校
の
1
年
生
の

一
学
期
の
授
業
で
は
、
必
ず

創
世
記
の
天
地
創
造
に
つ
い

て
話
を
し
ま
す
。
質
問
が
多

く
出
て
く
る
聖
書
箇
所
の
一

つ
で
も
あ
り
、「
本
当
の
こ

と
な
の
？
」
と
純
粋
に
聞
い

て
く
る
子
も
い
ま
す
。
私
は

そ
の
質
問
に
対
し
て
「
本
当

だ
よ
」
と
肯
定
し
ま
す
。
た

だ
し
、
そ
れ
は
天
地
創
造
が

「
史
実
で
あ
る
」
と
い
う
意

味
で
の
肯
定
で
は
な
く
、

「
真
理
で
あ
る
」
と
い
う
意

味
で
の
肯
定
で
す
。

　
旧
約
聖
書
に
お
い
て
は
神

の
本
性
を
表
す
言
葉
と
し

て
、
真
理
・
真
実
と
い
う
言

葉
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
神
様

は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ

り
、何
を
望
ま
れ
て
い
る
か
。

天
地
創
造
の
物
語
に
は
、
神

様
が
全
知
全
能
で
あ
る
こ

と
、
こ
の
世
界
と
そ
こ
に
生

き
る
生
物
を
愛
し
た
こ
と
、

人
に
は
担
う
使
命
が
あ
る
こ

と
な
ど
が
書
か
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
は
真
の
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
、
新
約
聖
書
の
時

代
に
な
る
と
、
真
理
は
主
な

る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
そ
の

も
の
を
表
す
言
葉
と
し
て
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま

し
た
。
イ
エ
ス
様
を
通
し
て

神
様
の
望
み
や
約
束
は
よ
り

明
確
に
な
り
、
真
の
意
味
が

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
聖
書
に
は
一
般
的
に
は
信

じ
難
い
と
思
わ
れ
る
出
来
事

も
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
キ
リ

ス
ト
教
学
校
に
奉
職
す
る
教

職
員
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
達

か
ら
「
本
当
な
の
？
」
と
問

い
か
け
ら
れ
る
可
能
性
が
誰

に
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時

に
、
自
ら
が
し
っ
か
り
理
解

し
て
い
な
い
か
ら
と
、
も
し

か
し
た
ら
言
葉
を
濁
す
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
聖
書
に
記
さ
れ
た

真
理
は
揺
る
ぎ
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
言
葉
を
濁
す
必
要

も
あ
り
ま
せ
ん
。（
専
門
的

な
こ
と
は
専
門
家
に
任
せ
つ

つ
）
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
奉

職
す
る
一
人
ひ
と
り
が
、
そ

れ
ら
の
出
来
事
に
真
の
意
味

が
あ
る
、
真
理
で
あ
る
と
力

強
く
肯
定
す
る
こ
と
、
そ
の

姿
は
子
ど
も
達
の
成
長
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
自
身
の
力
だ
け
で
事
を
為

そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

父
な
る
神
様
と
イ
エ
ス
様
に

よ
り
頼
み
な
が
ら
、
愛
を
持

っ
て
多
く
の
方
々
と
共
に
こ

れ
か
ら
も
子
ど
も
達
に
向
き

合
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

〈
聖
ス
テ
パ
ノ
学
園
小
学
校

・
中
学
校
聖
書
科
教
諭
〉

（
２
面
に
つ
づ
く
） 学生聖歌隊の賛美

森
田
喜
基
氏　

小
﨑
眞
氏　

テーマ
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報
セ
ン
タ
ー
事
務
室

・
Ａ
Ｓ
Ｆ
校
友
セ
ン

タ
ー
）
か
ら
「
中
小

規
模
学
校
の
寄
付
戦

略
～
学
校
法
人
聖
学

院
の
事
例
～
」
と
題

し
て
順
次
事
例
発
表

が
あ
り
、
そ
の
後
、

５
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、「
キ
リ
ス
ト
教

学
校
と
し
て
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」「
寄
付
事
業
に
つ

い
て
」「
寄
附
行
為
の
改
正

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
活
発
な
討
議
・
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

東
北
学
院
大
学
の
新
キ
ャ
ン

パ
ス
で
あ
る
五
橋
キ
ャ
ン
パ

ス
の
施
設
見
学
を
行
い
ま
し

た
。
先
進
的
な
都
市
型
の
新

キ
ャ
ン
パ
ス
は
刺
激
的
な
も

の
で
し
た
。
夕
刻
か
ら
は
夕

食
を
兼
ね
た
情
報
交
換
会
が

開
催
さ
れ
、
相
互
の
交
流
と

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
宇
田
川
篤
実

行
委
員
（
恵
泉
女
学
園
事
務

局
長
）
に
よ
る
朝
礼
拝
に
始

ま
り
、
そ
の
後
、
前
日
と
同

様
に
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

今
後
「
建
学
の
精
神
」
を
継

承
し
活
か
し
て
い
く
た
め
に

参
加
者
自
身
が
具
体
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
事
柄
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
な

さ
れ
ま
し
た
。「
黙
想
の

時
」
で
は
同
志
社
大
学
オ
ル

ガ
ニ
ス
ト
の
川
崎
寿
美
氏
に

よ
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音

色
や
学
生
聖
歌
隊
に
よ
る
賛

美
に
耳
を
傾
け
つ
つ
、
静
か

に
自
分
と
向
き
合
う
時
間
が

持
た
れ
ま
し
た
。
２
日
目
の

最
後
に
は
、
各
グ
ル
ー
プ
で

（
１
面
よ
り
つ
づ
く
）

話
し
合
っ
た
こ
と
を
発
表
し

て
全
体
で
共
有
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
で
の
語
ら
い

と
学
び
、
気
づ
き
が
、
各
学

校
の
児
童
・
生
徒
・
学
生
、

そ
し
て
教
職
員
と
の
関
わ
り

の
中
で
実
践
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
会
場

校
の
同
志
社
大
学
、
ご
準
備

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�
西
岡
麻
祐
子

〈
神
戸
女
学
院
大
学
チ
ャ
プ

レ
ン
室
職
員
、
中
堅
事
務
職

員
リ
ト
リ
ー
ト
実
行
委
員
〉

希
望
と
喜
び
に
生
き
る

希
望
と
喜
び
に
生
き
る

︱︱
新
た
な
転
換
期
に
立
つ
キ
リ
ス
ト
教
学
校

新
た
な
転
換
期
に
立
つ
キ
リ
ス
ト
教
学
校

主題 東
北
・
北
海
道
地
区

東
北
・
北
海
道
地
区

　
教
育
研
究
集
会
大
学
部
会

　
教
育
研
究
集
会
大
学
部
会

　
２
０
２
３
年
度
の
東
北
・

北
海
道
地
区
教
育
研
究
集
会

大
学
部
会
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
主
題
「
希
望
と
喜
び
に

生
き
る
―
新
た
な
転
換
期
に

立
つ
キ
リ
ス
ト
教
学
校
」
の

も
と
に
８
月
24
日
（
木
）
９

時
か
ら
16
時
ま
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
久
し
ぶ
り
の
対
面
開

催
で
、
当
番
校
は
北
星
学
園

大
学
、
５
大
学
よ
り
11
名
の

参
加
を
得
て
、
ホ
テ
ル
エ
ミ

シ
ア
札
幌
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
開
会
礼
拝
で
ジ
ェ
ー
ム
ズ

・
ア
リ
ソ
ン
氏
（
北
星
学
園

大
学
）
が
、
創
世
記
１
章
26

～
31
節
か
ら
「
Ａ
Ｉ
ジ
ー
ザ

ス
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る

キ
リ
ス
ト
教
教
育
」
と
題
し

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
ら
れ
ま

し
た
。
近
年
ア
メ
リ
カ
で
話

題
に
な
っ
て
い
る
Ａ
Ｉ
ジ
ー

ザ
ス
を
紹
介
し
、
Ａ
Ｉ
時
代

に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
育
の

あ
り
方
に
つ
い
て
問
題
を
提

起
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

東
北
・
北
海
道
地
区
代
表
理

事
の
東
北
学
院
の
大
西
晴
樹

院
長
・
学
長
に
よ
る
挨
拶
の

後
、
当
番
校
で
あ
る
北
星
学

園
大
学
・
北
星
学
園
大
学
短

期
大
学
部
の
大
坊
郁
夫
学
長

か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後

に
原
田
浩
司
教
研
全
国
委
員

（
東
北
学
院
大
学
）
か
ら
主

題
解
題
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
回
の
講
演
は
、
大
坊

郁
夫
先
生
（
北
星
学
園
）
に

よ
り
「
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン

グ
を
め
ざ
す
大
学
教
育
の
視

点
」
と
い
う
題
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
師
は
専
門
の
心
理

学
の
な
か
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

心
理
学
を
取
り
上
げ
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
閉
塞
的

に
陥
り
が
ち
な
現
代
の
な
か

で
、
大
学
教
育
を
通
し
て
ど

の
よ
う
に
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ

ン
グ
を
達
成
で
き
る
か
に
つ

い
て
、
理
論
と
実
践
例
を
交

え
な
が
ら
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
欧
米
に
見
ら
れ
る

「
獲
得
的
幸
福
感
」
だ
け
で

は
な
く
東
洋
的
な
「
協
調
的

幸
福
感
」
の
バ
ラ
ン
ス
が
、

ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
の
め

ざ
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
こ

と
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
休
憩
を
挟
み
第
２

回
の
講
演
は
、
末
光
眞
希
先

生
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
前

学
長
）
が
「
愛
の
あ
る
知
性

を
！
―
コ
ロ
ナ
禍
に
学
ぶ
教

学
の
臨
床
性
」
と
い
う
題
で

行
い
ま
し
た
。
長
年
の
間
、

半
導
体
工
学
研
究
者
と
し
て

実
績
を
積
ん
で
こ
ら
れ
た
講

師
が
、
２
０
２
０
年
４
月
に

宮
城
学
院
女
子
大
学
学
長
に

就
任
し
、
２
０
２
３
年
に
定

年
退
職
す
る
ま
で
に
問
い
続

け
ら
れ
た
、
時
代
に
求
め
ら

れ
る
高
等
教
育
（
専
門
と
教

養
）
の
あ
り
方
に
つ
い
て
様

々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て

お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

時
代
と
は
「
変
動
性
・
不
確

実
性
・
複
雑
性
・
曖
昧
性
」

（
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
）
と
Ａ
Ｉ
の
時

代
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ら

を
加
速
さ
せ
た
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、
講
師
は
「『
キ
リ

ス
ト
教
学
校
の
希
望
と
喜

び
』
は
臨
床
知
と
し
て
の
新

し
い
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
学

の
提
供
に
あ
る
」
と
い
う
結

論
に
到
達
さ
れ
た
こ
と
を
披

瀝
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
教

養
の
あ
り
方
に
つ
い
て
具
体

的
な
事
例
（
例
え
ば
「
文
理

融
合
」）
な
ど
に
つ
い
て
示

唆
に
富
む
提
案
を
さ
れ
ま
し

た
。

　
懇
親
会
（
昼
食
）
で
は
、

各
校
の
近
況
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
午
後
は
二
つ
の
分

団
に
分
か
れ
、
講
師
を
交
え

て
質
疑
や
闊
達
な
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

全
体
会
が
開
か
れ
、
各
分
団

で
討
議
さ
れ
た
内
容
が
発
表

さ
れ
、
講
演
者
か
ら
の
総
評

を
伺
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
閉
会
礼
拝
が
あ

り
、
原
田
浩
司
委
員
が
コ
リ

ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
一
４

章
１
―
５
節
か
ら
、「
管
理

者
に
求
め
ら
れ
る
の
は
」
と

題
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
ら

れ
、「
忠
実
な
管
理
者
」
と

し
て
働
き
の
重
要
性
を
説
か

れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
北
海

道
地
区
理
事
で
あ
る
北
星
学

園
の
古
川
敬
康
理
事
長･

学

園
長
の
挨
拶
を
も
っ
て
研
究

集
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
の
対
面
開
催
で

あ
っ
た
た
め
準
備
や
手
続
き

に
手
間
取
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
多
く
の
方
の
協
力

に
よ
っ
て
滞
り
な
く
開
催
が

出
来
た
こ
と
は
感
謝
で
し

た
。
今
後
は
、
よ
り
多
く
の

参
加
者
を
得
て
、
転
換
期
に

立
つ
時
代
と
そ
れ
に
応
え
る

キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
あ
り
方

に
つ
い
て
共
に
考
え
る
機
会

で
あ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

�

日
髙
嘉
彦

〈
北
星
学
園
大
学･

北
星
学

園
大
学
短
期
大
学
部
チ
ャ
プ

レ
ン
・
教
育
研
究
委
員
会
全

国
委
員
〉

末
光
眞
希
氏　

古
川
敬
康
氏　

大
坊
郁
夫
氏　

第10回第10回
大学新任教員研修会大学新任教員研修会

第９回全国事務局長・第９回全国事務局長・
事務長会議事務長会議

キリスト教大学とはキリスト教大学とは
主題

主題  キリスト教学校の キリスト教学校の
ガバナンスと寄附行為ガバナンスと寄附行為

　
２
０
２
３
年
度
大
学
新
任

教
員
研
修
会
は
、
８
月
25
日

（
金
）
13
時
～
15
時
、
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
キ
リ
ス

ト
教
大
学
23
校
か
ら
44
名
の

参
加
者
（
講
師
・
実
行
委
員

含
む
）
で
し
た
。
小
見
の
ぞ

み
実
行
委
員
長
（
関
西
学

院
）
に
よ
る
開
会
礼
拝
か
ら

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
り
、
続

い
て
西
原
廉
太
教
育
同
盟
理

事
長
（
立
教
大
学
総
長
）
に

よ
り
講
演
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
冒
頭
で
研
修
会
参
加
者

が
勤
務
す
る
各
キ
リ
ス
ト
教

大
学
の
建
学
の
精
神
・
理
念

・
教
育
方
針
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
諸
キ
リ
ス
ト
教
大
学

の
精
神
に
共
通
し
て
い
る

「
真
理
を
探
究
す
る
こ
と
」

「
こ
の
世
界
・
社
会
・
隣
人

の
た
め
に
奉
仕
す
る
こ
と
」

は
キ
リ
ス
ト
教
大
学
が
大
切

に
し
て
い
る
両
輪
で
す
。

　
さ
ら
に
そ
の
精
神
が
意
味

す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
聖

公
会
神
学
に
基
づ
い
て
語
ら

れ
ま
し
た
。
Ｖ
Ｉ
Ａ�

Ｍ
Ｅ

Ｄ
Ｉ
Ａ
（
中
道
）
と
い
う
標

語
は
、
私
た
ち
が
真
理
を
求

め
続
け
る
旅
人
で
あ
る
こ
と

を
示
し
、
道
の
片
側
に
立
ち

止
ま
っ
た
答
え
へ
の
固
着
、

す
な
わ
ち
絶
対
主
義
を
と
ら

な
い
姿
勢
を
示
し
て
い
ま

す
。
大
学
の
起
源
は
聖
職
者

養
成
に
あ
り
ま
し
た
。
霊
的

痛
み
を
癒
す
司
祭
・
牧
師
、

身
体
的
痛
み
を
癒
す
医
者
、

社
会
的
痛
み
を
癒
す
法
律

家
、
こ
う
し
た
癒
し
を
も
た

ら
す
人
物
を
育
成
す
る
の
が

大
学
の
使
命
・
建
学
の
理
由

な
の
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
大

学
は
こ
の
歴
史
的
経
緯
を
深

く
知
っ
て
お
り
、
現
代
社
会

に
あ
っ
て
も
そ
の
よ
う
な
姿

勢
を
持
ち
続
け
る
共
同
体
で

あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
ま
し

た
。

　
講
演
後
は
グ
ル
ー
プ
協
議

の
時
間
を
持
ち
、
各
グ
ル
ー

プ
の
司
会
を
研
修
会
実
行
委

員
が
担
当
し
ま
し
た
。
報
告

者
が
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
で

は
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
自
己

紹
介
し
、
併
せ
て
講
演
の
感

想
や
キ
リ
ス
ト
教
大
学
へ
勤

務
し
て
の
印
象
を
シ
ェ
ア
し

ま
し
た
。
異
口
同
音
に
語
ら

れ
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
大

学
で
は
学
生
と
教
員
と
の
人

格
的
関
わ
り
が
豊
か
で
あ

り
、
一
人
ひ
と
り
を
か
け
が

え
な
く
大
切
に
す
る
眼
差
し

が
溢
れ
て
い
る
と
の
感
想
で

し
た
。
他
方
で
、
そ
う
し
た

関
係
性
に
お
け
る
教
職
員
の

優
し
さ
が
時
に
、
厳
し
さ
を

失
わ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と

の
意
見
も
提
出
さ
れ
、
キ
リ

ス
ト
教
理
念
と
教
育
の
あ
り

方
を
め
ぐ
っ
て
各
自
の
考
え

を
語
り
合
い
、
活
発
で
有
意

義
な
協
議
の
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
後
は
山

下
智
子
実
行
委
員
（
同
志

社
）
の
司
会
に
よ
り
全
体
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
か

ら
講
演
の
補
足
、
質
問
へ
の

応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
閉
会
礼
拝
が
東
彩
子
実

行
委
員
（
西
南
学
院
）
に
よ

り
執
り
行
わ
れ
、
参
加
者
一

同
祈
り
を
合
わ
せ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
務
め
へ
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
キ
リ
ス
ト

教
大
学
へ
の
勤
務
３
年
目
位

ま
で
の
方
々
を
主
た
る
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は

都
合
が
つ
か
な
か
っ
た
方

も
、
ぜ
ひ
次
年
度
以
降
に
参

加
い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て

い
ま
す
。

�

松
本　
周

〈
宮
城
学
院
女
子
大
学
、
大

学
新
任
教
員
研
修
会
実
行
委

員
〉

　
第
９
回
全
国
事
務
局
長
・

事
務
長
会
議
が
、
９
月
１
日

（
金
）
～
２
日
（
土
）
の
二

日
間
、
仙
台
市
の
東
北
学
院

大
学
五
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会

場
と
し
て
、
39
法
人
、
52
名

（
講
師
、
事
例
発
表
者
、
教

育
同
盟
事
務
局
長
を
含
む
）

の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
会
議
は
、
キ
リ
ス
ト
教

学
校
の
事
務
組
織
の
長
で
あ

る
事
務
局
長
や
事
務
長
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
建
学
の

精
神
や
教
育
理
念
、
使
命
を

再
認
識
し
、
理
解
を
よ
り
一

層
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
そ
し
て
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
他
法
人
と
の
交
流
を
通

じ
て
情
報
交
換
・
共
有
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
２
０
１
５
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
会
議
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
拡
大
に
よ
る
影
響
に
よ
り

４
年
ぶ
り
の
対
面
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　
第
９
回
目
の
開
催
で
は
、

私
立
学
校
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

あ
り
方
が
問
わ
れ
、
２
０
２

５
年
の
私
学
法
改
正
施
行
に

伴
い
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
よ
り

強
固
な
も
の
に
し
て
い
く
こ

と
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
寄
附

行
為
改
正
に
向
け
て
先
行
事

例
や
情
報
交
換
を
行
う
こ
と

を
目
的
に
い
た
し
ま
し
た
。

講
演　
伊
藤
彰
浩
氏　

　
初
日
は
、
星
野
薫
実
行
委

員
長
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
事

務
局
長
）に
よ
る
開
会
礼
拝
、

東
北
学
院
の
大
西
晴
樹
院
長

・
学
長
に
よ
る
会
場
校
挨
拶

に
続
い
て
、
基
調
講
演
と
し

て
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
と
寄
附
行
為
に
つ

い
て
研
究
を
し
て
お
ら
れ
る

伊
藤
彰
浩
先
生
（
西
南
学
院

大
学
）
か
ら
「
学
校
法
人
ガ

バ
ナ
ン
ス
改
革
と
キ
リ
ス
ト

教
系
学
校
法
人
」
と
題
し
て

講
演
を
賜
り
ま
し
た
。

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
働
く

者
は
、
建
学
の
精
神
に
つ
い

て
議
論
し
、
キ
リ
ス
ト
教
学

校
で
働
く
意
味
の
再
確
認
と

帰
属
意
識
の
向
上
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
こ

と
は
大
変
印
象
に
残
り
ま
し

た
。

　
引
き
続
き
、「
寄
付
募
集

の
取
り
組
み
」
の
事
例
と
し

て
田
中
裕
一
氏
（
同
志
社
大

学
募
金
課
長
）
か
ら
「
同
志

社
大
学
の
事
例
」、
萩
野
紀

之
氏
（
学
校
法
人
聖
学
院
広

か
れ
、
間
近
に
迫
っ
て
い
る

私
学
法
の
改
正
を
テ
ー
マ
に

「
寄
附
行
為
の
改
正
」
に
つ

い
て
の
課
題
や
進
捗
状
況
に

つ
い
て
事
例
紹
介
を
行
い
な

が
ら
意
見
・
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
全

体
会
で
は
、
２
日
に
わ
た
る

５
グ
ル
ー
プ
で
の
討
議
内
容

が
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
か

ら
報
告
さ
れ
、
参
加
者
全
員

で
討
議
の
内
容
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

ご
多
忙
の
中
、
事
前
準
備
や

当
日
の
会
場
運
営
等
、
多
大

な
る
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
し
た
東
北
学
院
大
学
の

皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

�

大
羽
康
二

〈
西
南
学
院
事
務
局
長
、
全

国
事
務
局
長
・
事
務
長
会
議

実
行
委
員
〉

グループ討議五橋キャンパスを見学（押川記念ホール）

講演　
西原廉太氏

全体会司会
山下智子氏

閉会礼拝
東　彩子氏

司会・開会礼拝
小見のぞみ氏
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研
修
会
に
先
立
ち
、
会
場

校
の
学
校
礼
拝
に
参
加
し
、

山
形
学
院
の
石
川
学
理
事
長

の
説
教
に
生
徒
と
共
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
会
場
校
の
石
川

理
事
長
に
よ
る
開
会
礼
拝
、

佐
藤
圭
一
校
長

に
よ
る
挨
拶
で

始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、

敬
和
学
園
理
事

長
の
榎
本
榮
次

先
生
の
講
演

「
教
師
で
あ
る

こ
と
、
教
師
に

な
る
こ
と
」
を

聴
き
ま
し
た
。

榎
本
先
生
は
、

聖
書
の
言
葉

　
９
月
４
日
（
月
）、
第
67

回
全
国
・
第
64
回
関
西
地
区

大
学
部
会
研
究
集
会
が
、

「
希
望
と
喜
び
に
生
き
る
―

新
た
な
転
換
期
に
立
つ
キ
リ

ス
ト
教
学
校
」
を
テ
ー
マ
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
、
29

名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
主
題
講
演
は
ま
ず
、
東
北

学
院
大
学
・
川
島
堅
二
先
生

が
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
お

け
る
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

の
実
践
に
つ
い
て
―
と
く
に

カ
ル
ト
予
防
の
観
点
か
ら
」

と
題
し
、
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー

向
上
に
は
一
般
の
方
や
学
生

に
対
し
、
適
切
な
情
報
提
供

を
行
う
の
が
有
益
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
有
効
な
手
立
て
と

し
て
、
カ
ル
ト
宗
教
は
、
す

べ
て
自
分
た
ち
以
外
は
誤
り

と
す
る
排
他
主
義
な
の
で
、

対
応
す
る
た
め
に
は
宗
教
多

元
主
義
の
視
点
が
必
要
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、「
地
方
の
小
規
模

大
学
の
抱
え
る
課
題
―
旧
統

一
教
会
の
問
題
に
触
れ
な
が

ら
」
と
題
し
、
敬
和
学
園
大

学
・
下
田
尾
治
郎
先
生
が
、

地
方
の
小
規
模
大
学
は
、
地

域
社
会
と
の
緊
密
な
連
携
で

恩
恵
を
受
け
る
一
方
、
地
域

社
会
で
は
統
一
教
会
の
浸
透

等
の
様
々
な
問
題
あ
る
現
状

で
、
清
濁
併
せ
呑
ま
ね
ば
な

ら
な
い
面
が
あ
る
の
で
、
キ

リ
ス
ト
教
的
価
値
観
を
通
し

て
地
域
社
会
を
聖
化
し
て
ゆ

く
務
め
を
我
々
は
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　
三
人
目
の
中
部
学
院
大
学

・
高
木
総
平
先
生
は
「
キ
リ

ス
ト
教
教
育
へ
の
問
い
と
し

て
の
カ
ル
ト
問
題
―
カ
ル
ト

（
問
題
）
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

か
ら
学
ん
だ
こ
と
」
と
題
し

て
、
ご
自
身
の
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
経
験
か
ら
、
な
ぜ
学
生

が
反
対
さ
れ
て
も
カ
ル
ト
に

行
く
か
の
原
因
に
つ
い
て
分

析
さ
れ
ま
し
た
。
い
じ
め
や

孤
独
な
ど
を
契
機
に
人
生
の

不
安
を
感
じ
る
者
に
、
カ
ル

ト
は
彼
ら
の
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
身
体
体
験
や
宗
教
的

体
験
（
た
だ
し
偽
物
の
）
を

示
し
て
そ
れ
ら
へ
の
解
決
が

あ
る
よ
う
な
錯
覚
を
与
え
、

死
と
苦
難
へ
の
恐
怖
を
通
し

て
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
行
う
、
一
方
キ
リ
ス
ト
教

会
は
そ
れ
に
対
抗
す
る
解
決

を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
、

「
生
き
る
意
味
」
を
与
え
る

体
系
的
な
世
界
観
を
示
し
う

る
は
ず
な
の
に
、
出
来
て
い

な
い
の
は
、
我
々
の
問
題
で

は
な
い
か
、
と
鋭
く
迫
ら
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
梅
光
学
院
大
学

　
２
０
２
３
年
度
東
北
・
北

海
道
地
区
第
８
回
新
任
教
師

研
修
会
が
、
９
月
４
日

（
月
）
に
、
山
形
学
院
高
等

学
校
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
５
法

人
、
１4
名
で
し
た
。

・
樋
口
紀
子
先
生
か
ら
は
、

「『
建
学
の
精
神
』
に
基
づ

い
た
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
試

み
―
教
職
員
伝
道
チ
ー
ム
に

よ
る
中
高
大
連
携
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
と
題
し
、
梅
光
学
院
で

の
、
中
高
大
を
通
じ
て
の
連

携
し
た
チ
ャ
ペ
ル
等
の
活

動
、
学
生
に
よ
る
途
上
国
の

子
ど
も
支
援
活
動
、
教
職
員

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
活
動

な
ど
の
建
学
の
精
神
を
生
か

す
試
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　
講
演
後
、
４
つ
の
分
科
会

に
４
人
の
講
師
が
順
番
に
参

加
し
、
質
問
や
議
論
の
時
間

を
も
ち
、
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
関
西
地
区
と
し
て

は
４
年
ぶ
り
の
開
催
で
、
今

後
も
希
望
の
福
音
に
立
つ
教

育
を
期
し
て
、
こ
の
集
会
を

閉
じ
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝

で
す
。�

森
田
美
芽

〈
大
阪
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大

学
、
教
研
大
学
部
会
関
西
地

区
委
員
〉

「
私
は
あ
な
た
が
た
を
私
の

民
と
し
、
私
は
あ
な
た
が
た

の
神
と
な
る
」（
出
エ
ジ
プ

ト
記
６
章
７
節
・
聖
書
協
会

共
同
訳
）
の
引
用
か
ら
講
演

を
始
め
ら
れ
、
教
師
が
、
生

徒
と
の
関
わ
り
を
通
し
て

「
教
師
と
な
る
」
こ
と
の
大

切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
教

育
と
は
、
時
間
を
か
け
て
生

徒
と
共
に
泣
き
、
そ
こ
に
居

合
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
こ

と
、
困
っ
た
こ
と
に
直
面
す

る
中
で
教
師
は
教
師
と
な
っ

て
い
く
こ
と
…
等
、
心
の
こ

も
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聴
き

慰
め
と
励
ま
し
を
受
け
る
講

演
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後

の
分
団
協
議
で
は
、
講
演
を

受
け
て
の
話
題
を
中
心
に
、

各
校
の
情
報
交
換
や
、
新
任

教
師
と
し
て
考
え
て
い
る
こ

と
を
分
か
ち
合
う
時
と
な
り

ま
し
た
。
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト

ー
や
普
段
の
礼
拝
の
様
子

等
、
互
い
の
学
校
の
情
報
を

共
有
し
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校

と
し
て
大
切
に
し
て
い
る
も

の
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
昼
食
は
、
会
場
校
調
理
科

の
生
徒
が
集
団
調
理
実
習
で

作
っ
た
食
事
を
い
た
だ
き
、

秋
の
味
覚
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
キ

ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
し
な
が

ら
、
授
業
見
学
を
行
い
、
テ

ィ
ー
タ
イ
ム
に
は
、
同
校
の

生
徒
が
商
品
開
発
に
携
わ
っ

た
さ
く
ら
ん
ぼ
大
福
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
会
場
校
の
遠

藤
尚
幸
氏
の
閉
会
祈
祷
を
も

っ
て
研
修
会
が
閉
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　
一
人
一
人
の
生
徒
に
向
き

合
う
こ
と
の
大
切
さ
、
困
難

な
関
わ
り
の
中
に
、
き
ら
き

ら
光
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
隠

れ
て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
を

教
え
ら
れ
た
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。
各
校
の
こ
れ
か
ら

の
歩
み
に
、
神
様
の
恵
み
と

祝
福
を
祈
り
ま
す
。

�

遠
藤
尚
幸

〈
山
形
学
院
高
等
学
校
聖
書

科
教
諭
〉加

盟
校
動
静

新
島
学
園
短
期
大
学

　
開
学
40
周
年
を
迎
え
、
１0

月
１4
日
（
土
）
１3
時
か
ら
記

念
式
典
と
講
演
会
が
高
崎
市

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

職
種
＝
フ
ラ
ン
ス
語
・
フ
ラ

ン
ス
文
化　
学
科
所
属
契

約
教
員
（
教
授
、
准
教
授

又
は
助
教
）
１
名

応
募
締
切
＝
１１
月
28
日

▼
全
学
教
養
教
育
機
構
（
Ｃ

Ｌ
Ａ
）

職
種
＝
英
語
科
目　
嘱
託
教

員
（
講
師
）
１
名

応
募
締
切
＝
１１
月
１0
日

問
合
せ
＝
☎045-8１2-82１１

▽
山
梨
英
和
大
学

▼
人
間
文
化
学
部
人
間
文
化

学
科

職
種
＝
臨
床
心
理
学
（
大
学

院
人
間
文
化
研
究
科
兼

担
）　
助
教
１
名

応
募
締
切
＝
１１
月
24
日

問
合
せ
＝
☎055-223-6020

▽
四
国
学
院
大
学

▼
文
学
部

職
種
＝
日
本
近
現
代
史　
准

教
授
又
は
助
教
１
名

応
募
締
切
＝
１2
月
１
日

問
合
せ
＝
☎0877-62-3969

▽
活
水
女
子
大
学

▼
健
康
生
活
学
部
生
活
デ
ザ

イ
ン
学
科

職
種
＝
被
服
分
野　
教
授
、

准
教
授
、
講
師
又
は
助
教

１
名

応
募
締
切
＝
１１
月
27
日

▼
看
護
学
部
看
護
学
科

職
種
＝
①
母
性
看
護
学
②
基

礎
看
護
学　
准
教
授
、
講

師
又
は
助
教　
①
１
名
②

２
名

応
募
締
切
＝
１１
月
30
日

問
合
せ
＝
☎095-822-4１07

▽
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学

▼
人
文
学
部
心
理
臨
床
学
科

職
種
＝
公
認
心
理
師
養
成
担

当　
助
教
１
名

応
募
締
切
＝
１１
月
30
日

問
合
せ
＝
☎096-343-１600

▽
遺
愛
女
子
中
学
・
高
等
学

校職
種
＝
理
科
（
物
理
）
専
任

教
諭
１
名

応
募
締
切
＝
１2
月
１
日

問
合
せ
＝
☎0１38-5１-04１8

▽
青
山
学
院
高
等
部

職
種
＝
数
学
科　
臨
時
特
別

教
諭
１
名

応
募
締
切
＝
１１
月
１3
日

問
合
せ
＝
☎03-3409-3880

▽
恵
泉
女
学
園
中
学
・
高
等

学
校

職
種
＝
園
芸
科　
嘱
託
教
員

１
名

応
募
締
切
＝
１１
月
１7
日

問
合
せ
＝
☎03-3303-2１１5

▽
香
蘭
女
学
校
中
等
科
・
高

等
科

職
種
＝
理
科　
常
勤
講
師
又

は
非
常
勤
講
師
１
名

応
募
締
切
＝
１１
月
１5
日

問
合
せ
＝
☎03-3786-１１36

▽
北
陸
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校

職
種
＝
情
報
科　
専
任
教
諭

１
名

応
募
締
切
＝
１１
月
１7
日

問
合
せ
＝
☎076-280-3858

▽
梅
花
中
学
校
・
高
等
学
校

職
種
＝
①
保
健
体
育
科
②
国

語
科
③
社
会
科
④
英
語
科

⑤
養
護
⑥
⑦
数
学
科
⑧
情

報
科　
①
～
⑥
常
勤
講
師

⑦
⑧
非
常
勤
講
師　
①
②

⑥
⑦
各
２
名
③
④
⑧
各
若

干
名
⑤
１
名

応
募
締
切
＝
１１
月
１0
日

問
合
せ
＝
☎06-6852-000１

▽
大
阪
女
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
英
語
科　
専
任
教
員

１
名

応
募
締
切
＝
１2
月
１１
日

問
合
せ
＝
☎06-676１-40１3

▽
関
西
学
院
高
等
部

職
種
＝
地
理
歴
史
・
公
民
科

契
約
教
員
、
国
語
科
専
任

教
諭　
各
１
名

応
募
締
切
＝
１１
月
１0
日

問
合
せ
＝
☎0798-5１-0975

▽
青
山
学
院
大
学
系
属
浦
和

ル
ー
テ
ル
学
院
小
中
高
校

職
種
＝
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー　
常
勤
講
師
１
名

応
募
締
切
＝
１１
月
１7
日

問
合
せ
＝
☎048-7１１-822１

▽
国
際
基
督
教
大
学
高
等
学

校職
種
＝
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
非
常

勤
１
名

応
募
締
切
＝
１１
月
１0
日

問
合
せ
＝
☎0422-33-340１

▽
頌
栄
短
期
大
学

職
種
＝
嘱
託
職
員　
若
干
名

採
用
予
定
日
＝
24
年
４
月
１

日
迄
の
日
程
で
応
相
談

応
募
締
切
＝
１１
月
１0
日

問
合
せ
＝
☎078-842-254１

第67回全国・第64回関西地区第67回全国・第64回関西地区
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主題  希望と喜びに生きる 希望と喜びに生きる
――新たな転換期に立つキリスト教学校新たな転換期に立つキリスト教学校

公
　
募

※
特
記
の
な
い
採
用
予
定
日

は
24
年
４
月
１
日
で
す
。

▽
新
島
学
園
短
期
大
学

▼
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科

職�

種
＝
キ
リ
ス
ト
教
学
（
宗

教
主
任
）教
授
、准
教
授
、

又
は
専
任
講
師
１
名

応
募
締
切
＝
１１
月
30
日

問
合
せ
＝
☎027-326-１１55

▽
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学

▼
国
際
交
流
学
部
国
際
交
流

学
科

川
島
堅
二
氏
　

下
田
尾
治
郎
氏
　

調
理
科
の
生
徒
た
ち
が

作
っ
た
昼
食

高木総平氏

教
師
で
あ
る
こ
と
、

教
師
で
あ
る
こ
と
、

　
　
教
師
に
な
る
こ
と

　
　
教
師
に
な
る
こ
と

テーマ 第
８
回
東
北
・
北
海
道
地
区

第
８
回
東
北
・
北
海
道
地
区

��

新
任
教
師
研
修
会

新
任
教
師
研
修
会

2023年度2023年度
全国広報委員会が全国広報委員会が
開催されました開催されました

　
２
０
２
３
年
度
全
国
広

報
委
員
会
が
９
月
１8
日

（
月
・
祝
）
に
教
育
同
盟

事
務
局
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
対
面

に
よ
る
開
催
は
４
年
ぶ
り

で
し
た
。
こ
の
会
議
は
年

に
一
度
、
広
報
担
当
理
事

と
各
地
区
の
広
報
委
員
、

実
務
委
員
（
関
東
地
区
）

が
集
ま
り
、
教
育
同
盟
の

一
年
間
の
広
報
活
動
の
振

り
返
り
と
今
後
の
活
動
、

新
聞
作
り
の
あ
り
方
な
ど

を
討
議
す
る
た
め
に
開
い

て
い
ま
す
。
今
回
は
広
報

担
当
理
事
、
全
国
の
地
区

委
員
５
名
、
実
務
委
員
４

名
、
事
務
局
２
名
の
計
１2

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
赤
井
慧
委
員
（
尚
絅
学

院
）
の
開
会
祈
祷
、
各
委

員
の
所
属
学
校
紹
介
と
自

己
紹
介
、
２
０
２
２
年
度

事
業
報
告
と
２
０
２
３
年

度
事
業
計
画
の
確
認
が
あ

り
、
続
い
て
各
地
区
の

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
」
紙
に
対
す
る
評
価
や

要
望
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。「
学
校
の
諸
活
動
の

紹
介
を
」「
各
校
の
礼
拝

が
い
か
に
行
わ
れ
て
い
る

か
を
知
り
た
い
」「
カ
ル

ト
問
題
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
特
集
を
」「
ノ
ン

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
教
職
員
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
特
集

を
」「
Ａ
Ｉ
と
の
付
き
合

い
方
は
今
後
大
き
な
課
題

に
な
る
の
で
紙
面
で
取
り

上
げ
て
ほ
し
い
」「
新
聞

の
メ
ー
ル
配
信
、
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
共
有
化
等
の
検

討
を
」「
紙
媒
体
の
新
聞

の
継
続
を
」「
総
会
や
会

議
の
議
事
録
は
読
む
気
が

起
こ
り
に
く
い
」
等
の
感

想
・
意
見
・
提
案
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
を
も
と
に
各
委

員
か
ら
多
く
の
意
見
が
出

さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
次
第

に
今
後
１
年
の
新
聞
編
集

方
針
の
方
向
性
が
見
え
て

く
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
終
息
に
向

か
う
方
向
に
あ
る
中
、
こ

こ
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系

の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
と
し

て
の
基
本
に
立
ち
返
り
、

礼
拝
を
は
じ
め
と
し
た
学

校
で
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育

の
あ
り
方
を
編
集
の
柱
に

据
え
て
い
く
。
ア
ン
ケ
ー

ト
や
座
談
会
も
そ
の
柱
に

沿
っ
て
実
施
し
、
ま
た
年

間
１0
回
発
行
す
る
新
聞
の

中
に
は
そ
の
柱
に
沿
っ
た

小
さ
な
特
集
や
コ
ラ
ム
を

随
時
掲
載
し
て
い
く
。
１

年
間
そ
の
方
向
に
沿
っ
て

編
集
発
行
す
る
こ
と
で
、

各
校
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
リ
ス

ト
教
教
育
の
方
法
の
違
い

を
知
る
と
同
時
に
、
共
通

す
る
課
題
の
発
見
も
で
き

る
。
そ
の
結
果
、
キ
リ
ス

ト
教
学
校
の
よ
り
良
い
あ

り
方
に
つ
い
て
、
諸
学
校

共
通
の
意
識
形
成
に
新
聞

が
一
つ
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
、と
の
、参
加
委
員
の

意
見
一
致
を
み
ま
し
た
。

　
討
議
の
中
で
は
各
委
員

の
所
属
学
校
の
、
礼
拝
や

種
々
の
教
育
活
動
・
行
事

等
の
現
状
や
課
題
等
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
区

に
よ
る
、
或
い
は
校
種
に

よ
る
事
情
の
違
い
も
改
め

て
知
る
こ
と
が
で
き
、
こ

の
よ
う
な
機
会
の
重
要
性

を
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
の
新
聞
作
り
に

十
二
分
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
会
は
金
清
洛
委
員
（
広

島
女
学
院
）
の
閉
会
祈
禱

で
終
了
し
ま
し
た
。

�

田
村
浩
一

〈
香
蘭
女
学
校
中
等
科
・

高
等
科
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン

タ
ー
委
員
、
教
育
同
盟
広

報
委
員
長
〉

会場には委員会の９名が参加

樋口紀子氏
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９
月
８
日
（
金
）、
明
治

学
院
大
学
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス

に
て
、
第
３
回
キ
リ
ス
ト
教

活
動
担
当
事
務
職
員
研
修
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
関
東
地
方
に
台
風
が
接

近
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
全
国
か
ら
20
名
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
研
修
会
は
、
キ
リ
ス
ト

教
学
校
の
中
で
も
「
キ
リ
ス

ト
教
活
動
担
当
の
事
務
職

員
」を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
学
校
な
ら
で
は

の
教
育
や
活
動
を
行
う
こ
と

は
、
私
た
ち
の
重
要
な
責
務

で
す
が
、
専
従
の
職
員
が
少

な
く
、
学
内
で
の
課
題
の
共

有
が
し
づ
ら
い
と
い
う
印
象

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
学

校
は
違
え
ど
同
じ
業
務
を
抱

え
る
仲
間
と
、
テ
ー
マ
を
設

け
て
課
題
を
共
有
、
討
議
す

る
機
会
と
し
て
、
本
研
修
会

が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
キ
リ
ス
ト
教
活

動
支
援
と
カ
ル
ト
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
約
４
時
間
半
の
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
同
学
院

の
チ
ャ
ペ
ル
で
始
ま
り
ま
し

た
。
北
川
善
也
氏
（
明
治
学

院 

学
院
牧
師
）
よ
り
、「
ど

こ
か
ら
何
を
聴
き
取
る
か
」

と
題
し
た
開
会
礼
拝
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
マ
ル
コ

に
よ
る
福
音
書
４
章
１
―
９

節
か
ら
、「
人
間
の
耳
は
、

自
分
が
聞
き
た
い
こ
と
だ
け

聞
く
よ
う
に
で
き
て
い
る
。

私
た
ち
教
職
員
は
、
学
生
た

ち
が
聞
く
耳
を
も
つ
人
間
に

育
つ
よ
う
、
学
校
と
い
う
土

壌
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
講
義
室
の
あ
る

２
号
館
に
移
動
し
、
塩
谷
直

也
先
生
（
青
山
学
院 

大
学

宗
教
主
任
）
よ
り
、「
カ
ル

ト
を
問
う
と
は
『
愛
』
を
問

う
こ
と
」
と
題
し
て
、
カ
ル

ト
の
定
義
、
日
本
で
カ
ル
ト

が
栄
え
る
理
由
、
だ
ま
さ
れ

な
い
た
め
の
練
習
の
３
部
構

成
で
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
は
特
に
、
カ
ル
ト
の

愛
は
「
条
件
付
き
」
で
あ
る

（
カ
ル
ト
に
ど
れ
だ
け
貢
い

で
も
不
要
に
な
れ
ば
切
り
捨

て
ら
れ
る
）
の
で
、
偽
り
の

愛
に
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め

に
、
愛
へ
の
洞
察
力
を
養
う

必
要
が
あ
る
と
い
う
話
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。

　
後
半
は
３
―
４
人
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
各
校

の
カ
ル
ト
に
関
す
る
発
生
事

案
を
共
有
し
た
り
、
カ
ル
ト

対
策
に
つ
い
て
議
論
し
た
り

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
討
論
内
容
を
発

表
し
、
講
師
の
講
評
を
経

て
、
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

（
閉
会
後
、
有
志
に
よ
り
情

報
交
換
会
も
行
い
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！
）

　
短
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
皆

様
と
濃
密
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回

は
本
研
修
会
初
の
対
面
開
催

で
し
た
が
、
同
じ
業
務
を
担

当
す
る
仲
間
と
一
堂
に
会

し
、
同
じ
テ
ー
マ
に
向
き
合

う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
は
得
ら
れ
な
い

体
験
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

�

多
田
夏
海

〈
東
北
学
院
大
学
総
務
部
総

務
課
職
員
、
キ
リ
ス
ト
教
活

動
担
当
事
務
職
員
研
修
会
実

行
委
員
〉

　
対
面
で
は
初
め
て
の
第
３

回
懇
話
会
が
９
月
11
日

（
月
）
～
12
日
（
火
）
に
長

崎
の
活
水
女
子
大
学
で
開
催

さ
れ
、
主
講
演
者
の
梅
花
学

園
常
務
理
事
で
同
女
子
大
学

企
画
部
長
の
藤
原
美
紀
氏

が
、
学
園
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
（
梅
花
学
園
で
は
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
＆
エ
レ
ガ
ン
ス
」）

を
定
め
、
学
内
施
設
を
含
め

広
報
関
連
活
動
全
般
で
統
一

的
に
集
中
使
用
し
た
事
例
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
大

学
で
は
産
学
連
携
の
活
動
を

学
生
全
員
が
経
験
で
き
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
に
沿
い
就

職
に
強
い
女
子
大
学
の
イ
メ

ー
ジ
強
化
を
め
ざ
し
、
高
校

生
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
成
果
を

上
げ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

ま
し
た
。
二
日
目
の
発
題
は

余
公
裕
次
先
生
（
活
水
女
子

大
学
）
が
他
県
へ
の
高
校
訪

問
の
取
り
組
み
と
課
題
、
細

海
真
二
先
生
（
同
女
子
大

学
）
は
バ
ラ
ン
ス
・
ス
コ
ア

・
カ
ー
ド
に
よ
る
戦
略
思
考

す
る
組
織
変
革
に
つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。

　
２
日
間
の
グ
ル
ー
プ
討
議

と
全
体
討
議
の
時
間
に
つ
い

て
は
不
十
分
と
の
声
も
聞
こ

え
ま
し
た
。
こ
の
指
摘
は
過

去
２
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

と
異
な
り
対
面
の
議
論
深
化

の
側
面
を
示
す
も
の
に
も
思

え
ま
し
た
。

　
ま
た
開
催
校
に
と
っ
て
オ

ン
ラ
イ
ン
配
信
、
特
に
グ
ル

ー
プ
討
議
設
定
は
事
務
対
応

業
務
が
事
前
準
備
段
階
か
ら

負
担
が
重
く
、
今
回
は
講
演

と
発
題
の
み
を
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
と
し
ま
し
た
。
他
の
同

盟
主
催
の
会
議
で
も
同
様
の

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
の

で
、
担
当
学
校
の
負
担
軽
減

策
を
考
え
る
段
階
に
き
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。

　
開
催
後
に
懇
話
会
ア
ン
ケ

ー
ト
を
参
加
者
（
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
者
を
含
む
）
か
ら
と

り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
討
議

は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
比
べ
対
面

の
利
点
を
指
摘
す
る
声
が
多

く
、
ま
た
同
盟
加
盟
校
の
半

数
以
上
は
中
小
規
模
学
校
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
理
事
会
を

対
象
と
し
た
連
携
協
力
懇
話

会
は
希
少
価
値
が
あ
る
と
の

積
極
的
な
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
か

ら
も
次
年
度
開
催
を
継
続
し

て
望
む
声
が
多
数
あ
り
ま
し

た
。�

湯
口
隆
司

〈
活
水
学
院
理
事
長
・
院

長
、
懇
話
会
座
長
〉

（
お
詫
び
）
本
紙
２
０
２
２

年
11
月
号
～
２
０
２
３
年
10

月
号
の
２
～
４
面
上
部
欄
外

に
あ
る
「
キ
リ
ス
ト
教
教
育

学
校
」
の
表
記
は
、
正
し
く

は
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
」
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

し
た
ね
、
人
と
風
景
の
写
真

か
ら
集
会
の
様
子
が
よ
く
分

か
り
ま
す
」
と
の
お
声
を
頂

き
ま
し
た
。
確
か
に
前
号
の

掲
載
写
真
は
以
前
の
倍
以
上

で
す
。
対
面
研
修
が
復
活
し

て
講
師
・
参
加
者
、
会
場
の

室
内
・
屋
外
等
、
そ
れ
ぞ
れ

の
研
修
会
の
雰
囲
気
が
写
真

か
ら
よ
く
伝
わ
り
ま
す
。
限

ら
れ
た
紙
面
で
す
が
記
事
と

併
せ
て
な
る
べ
く
多
く
の
情

報
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
今
号
の
各
研
修
報
告
か
ら

山
積
す
る
課
題
の
一
端
が
見

え
て
き
ま
す
。
ガ
バ
ナ
ン
ス

と
寄
附
行
為
、
中
小
規
模
学

校
の
経
営
、カ
ル
ト
の
予
防
、
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　善いサマリア人の譬え話でも出てくる「隣
人を自分のように愛しなさい」（ルカによる福
音書10章27節・聖書協会共同訳）や、「敵を愛
し、迫害する者のために祈りなさい」（マタイ
による福音書5章44節・同訳）というような言
葉は、いかにもキリスト教らしい教えだと考え
られていますし、キリスト教の特徴をごく単純
に描き出そうとするとこういった表現になるだ
ろうということもよくわかります。ご質問は、
たぶんキリスト教が言うことは楽天的すぎて現
実的でないというあたりかと思いますので、そ
の点を考えてみましょう。
　「隣人を愛せ」という掟は、もとはレビ記の
19章17―18節に出てきます。注目しておきたい
のは、ここで言われている「隣人」が付き合っ
ていて心地良い隣人ではないということです。
「隣人」の言い換えとして出てくる「兄弟」
「同胞」「民の子ら」はいずれも、憎み、戒
め、恨む対象になっている存在ですから、血縁
は近いながらも憎しみ合うようになってしまっ
た存在だということでしょう。そのような人々
に対して「愛しなさい」というのがこの掟で
す。ですから、「隣人を愛せ」という掟は本質
的には「敵を愛せ」という掟であるはずです。
　さて、問題は「敵を愛せ」という掟を人間が

自力で行うことができるかどうかではないでし
ょうか。そしてその答えはほぼ間違いなく、「ノ
ー」です。敵対してしまった人を愛せるかという
と、人間である限りはおそらく不可能です。も
し、人間が自力で人を愛せるようになっていた
ら、人類はとっくの昔に戦争を放棄できていた
でしょう。しかし、そのことは「愛せない」とい
う惨めさを正当化しません。ここで大切なのは、
人を大切にすべきなのにそうできない、という
厳然たる事実と向き合うことだと思います。
　ご質問は、人々が分かり合えないのだから、
解決などできないのだと諦めたいか、解決でき
ない苛立ちをぶつける対象を探しているように
も読めます。しかし、そのどちらも本当の願い
から逃げてしまう解決ではないでしょうか。
　レビ記に立ち戻って考えたいのは、この掟に
は「私は主である」という文が直後に続けられ
ることです。一見唐突ですが、なぜこの一文が
必要かといえば、この一文がなければ、人は愛
することなどできないからでしょう。
　愛せないという事実に向き合い、かといって
絶望するのではなく、神を求めて、いつかお互
いに愛することのできる希望を持ち続けるため
の言葉として、「隣人を愛せ」という言葉を受け
止めたいと思います。 〈東北学院大学宗教主任〉

―キリスト教の理解を深めるために―

キリスト教Ｑ＆Ａキリスト教Ｑ＆Ａ

Q.  「隣人を愛せ」と言われても 
これだけ人々が分かり合えない世界で、 
「愛」だけで問題が解決すると思うんですか？

田 島   卓
東北学院大学
宗教主任（ ）

＜行事予定＞ 

11／３～4　第65回学校代表者協議会

 （自由学園）

　　11　　　 第９回キリスト教看護教育

推進会議 （折尾愛真学園）

　　1８　　　キリスト教学校教育懇談会

　　　　　　第21回講演会 （オンライン）

2０2４年

１／12～13　 第66回小学校代表者研修会

 （青山学院横浜英和小学校）

６／７～８　第112回定時総会

 （関東学院関内キャンパス）

第３回キリスト教活動第３回キリスト教活動
担当事務職員研修会担当事務職員研修会

キリスト教活動支援とカルトキリスト教活動支援とカルト
主題

中小規模学校中小規模学校
連携協力連携協力
懇話会懇話会

明治学院礼拝堂にて

塩谷直也氏による講演

礼
拝
　
北
川
善
也
氏
　

キャンパスからの夕景

グ
ル
ー
プ
討
議
　 活水女子大学小チャペルにて

開会礼拝
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